














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天明 5年（1785） ・2月 17日 :  5代藩主村資と正室琴（脇坂図書頭安親娘、宝寿院）
婚儀
　　＊琴は寛政 2年 6月 17日邦と改名
天明 6年（1786） ・正月 : 女子千代生（初名鉸、6月千代と改名）→同年 6月 18日没
・11月 : 男子政五郎生　→天明 7年 7月 8日没
天明 8年（1788） ・6月 : 男子哲也生　→寛政元年閏 6月 24日没
寛政元年（1789） ・7月 : 女子高生　→寛政 3年 4月 28日没
寛政 5年（1793） 1 ・3月 20日 : 江戸上屋敷で誕生 誕生
・12月 16日 :  堀田摂津守正敦二男紀三郎、父村資の養子となり実
名敬顕
寛政 6年（1794） 2 ・4月 :  妹保生（初名鏻、翌 7年 6月保と改名）→寛政 8年 4月 29
日没
寛政 7年（1795） 3 ・4月 : 妹章生
寛政 8年（1796） 4 ・6月 : 妹倫生→寛政 9年 5月 21日没
寛政 10年（1798） 6 ・3月 7日 : 弟吉五郎生
　　＊文政 2年 5月伊達斉宗養子、7月 15日家督となり実名斉義
・4月 27日 : 父村資隠居、養子敬顕家督相続、寛政 12年元服
寛政 12年（1800） 8 ・11月 : 弟亀五郎生→享和 2年 5月 24日没
享和 2年（1802） 10 ・6月 6日 : 弟僊之助生　　＊文化 2年 12月田村津久雄養子
享和 3年（1803） 11 ・4月 : 弟富之助生（妾腹）→ 7月 27日没
・7月 21日 : 祖母（5代藩主村隆室）栄寿院没（63歳）
文化元年（1804） 12 ・12月 12日 : 弟寿之助生（妾腹）　
　　＊文化 11年鈴木七右衛門養子、同年没
文化 3年（1806） 14 ・4月 22日 : 田村宗顕と婚儀 結婚
・11月 : 妹雅生（妾腹）　→翌文化 4年 6月 6日没
文化 5年（1808） 16 ・2月 1日 : 妹鋪生（妾腹）　
　　＊ 翌文化 6年 8月 25日春日左衛門龍顕養女、文化 13年 9月 16
日没
・10月 27日 : 父宗資没（40歳）　東禅寺埋葬
文化 8年（1811） 19 ・12月 28日 : 妹常、織田淡路守長祐に嫁ぐ
　　＊文化 11年 9月離縁、同 12年 4月津田弾正信宣に再嫁
文化 9年（1812） 20 ・4月 18日 : 弟吉五郎元服、実名顕嘉
文化 11年（1814） 22 ・9月 : 男子鋼之助生（一関　妾腹）　→文化 12年 9月 8日没
文化 12年（1815） 23 ・3月 : 女子寛生（初名久　11月寛）　→文化 13年 6月 12日没 出産・養育期
文化 13年（1816） 24 ・7月 :  女子智生（一関　妾腹　初名せん、文政 3年翌年 3月 2日
智と改名）→文政 5年閏正月 20日没
・12月 27日 : 男子深美生（命名伊達斉宗）　　＊ 8代邦顕
文化 15年（1818） 26 ・2月 13日 :  女子融生（初名しげ、融と改名）　→文政 2年閏 4月
19日没
・同 :  双子の女子精生（初名茂、後精と改名）　→文政 2年 5月 13
日没
文政 3年（1820） 28 ・6月 : 男子龍若生　→文政 4年 3月 12日没
・7月 23日 : 男子棣之丞生（一関　母鈴木氏縫）　
　　＊天保 5年実名顕允、天保 6年 9月元服
文政 4年（1821） 29 ・6月 : 女子絲生　→文政 5年 4月 9日没
文政 5年（1822） 30 ・閏正月 27日 : 男子瓞之丞生（一関　妾腹）
　　＊天保 4年 12月 23日宗顕の遺志により鈴木家養子、実名顕泰
文政 6年（1823） 31 ・6月 : 女子裕生　→文政 7年 8月 9日没
文政 7年（1824） 32 ・2月 : 女子壺生（一関　妾腹）　　




文政 10年（1827） 35 ・11月 8日 : 夫宗顕没（44歳）　院号宣寿院 夫と死別
文政 11年（1828） 36 ・2月 19日 : 嫡子深美家督相続、実名徳顕
＊翌文政 12年 6月 7日元服　＊実名邦顕（伊達斉邦より一字拝領）   
嫡子家督相続
・4月 : 女子壺（妾腹）出府  →天保 2年 12月没
天保 2年（1831） 39 ・5月 23日 : 邦顕初入部
天保 4年（1833） 41 ・6月 23日 : 邦顕前室鍇（堀大和守親宝娘）婚儀 当主（嫡子）結婚
天保 7年（1836） 44 ・4月 : 邦顕室、病身を理由に離縁 当主（嫡子）離縁
天保 8年（1837） 45 ・7月 22日 : 男子瓞之丞没（16歳）
天保 11年（1840） 48 ・6月 28日 : 邦顕後室由（松平山城守信行娘　霊寿院）婚儀 当主（嫡子）再婚





・11月 30日 : 男子顕允、家督相続、実名行顕
天保 12年（1841） 49 ・4月 25日 :  男子行顕、伊達斉邦から 1字拝領し実名邦行
  5月 10日初入部
天保 13年（1842） 50 ・4月 10日 : 邦行室睦（成瀬隼人正正住妹）婚儀
　　＊ 3月 7日宣寿院の撰名で豊貴から睦に改名
孫当主結婚
天保 14年（1843） 51 ・6月 6日 : 母（6代藩主村資室宝寿院）没（79歳）　東禅寺埋葬 母を送る
弘化 4年（1847） 55 ・2月 : 幕府に一関下向願い許可　5/ 11江戸出立～ 5/ 25一関着
　8/ 22一関出立～仙台　～ 9/ 11江戸着
一関への旅
嘉永 3年（1850） 58 ・2月 5日 : 江戸中屋敷・下屋敷類焼
　　宣寿院 邦行室は青山下屋敷へ立退き
・6月 8日 : 孫男子磐二郎生（一関　実母侍妾米）
嘉永 4年（1851） 59 ・12月 : 中屋敷普請落成
・6月 14日 : 邦顕後室霊寿院（由）没
嘉永 5年（1852） 60 ・5月 : 六十賀を催す 60賀
嘉永 6年（1853） 61 ・9月 : 上屋敷奥殿等悉皆落成
安政 2年（1855） 63 ・4月 20日 : 没　東禅寺埋葬 死去
＊「近世田村家略系譜」（『一関市史』6　資料編 1）より作成
一関市博物館編集・発行『お姫様のお国入り ─ イギリスに渡った一関藩の風景画』（平成 25年）より転写
文政10年(1827） 35 ・11月8日：夫宗顕没（44歳） 院号宣寿院 
文政11年(1828）  36 ・2月19日：嫡子深美家督相続、実名徳顕   
*翌文政12年6月7日元服 ＊実名邦顕（伊達斉邦より一字拝領）       
  ・4月：女子壺(妾腹）出府  →天保2年12月没 
天保2年(1831）    39 ・5月23日：邦顕初入部 
天保4年(1833）    41 ・6月23日：邦顕前室鍇（堀大和守親宝娘）婚儀 
天保7年(1836） 44 ・4月：邦顕室、病身を理由に離縁   
天保8年(1837） 45 ・7月22日：男子瓞之丞没（16歳） 
天保11年(1840） 48 ・6月28日：邦顕後室由（松平山城守信行娘 霊寿院）婚儀 
  ・8月23日：邦顕江戸上屋敷で没（25歳）   ＊届出は10月10日 
  ・10月9日、男子顕允(妾腹）、邦顕の養子となる 
   ・11月30日：男子顕允、家督相続、実名行顕 
天保12年(1841）  49 ・4月25日：男子行顕、伊達斉邦から1字拝領し実名邦行 5月10初入部 
天保13年(1842） 50 ・4月10日：邦行室睦（成瀬隼人正正住妹）婚儀                         
＊３月7日宣寿院の撰名で豊貴から睦に改名 
天保14年（1843）  51 ・6月6日：母（６代藩主村資室宝寿院）没（79歳） 東禅寺埋葬 
弘化4年（1847）  55 ・2月：幕府に一関下向願い許可 5/11江戸出立～5/25一関着  
 8/22一関出立～仙台 ～9/11江戸着                 
嘉永3年(1850） 58・2月5日：江戸中屋敷・下屋敷類焼                   
 宣寿院 邦行室は青山下屋敷へ立退き 
   ・6月8日：孫男子磐二郎生（一関 実母侍妾米） 
嘉永4年(1851）    59 ・12月：中屋敷普請落成 
  ・6月14日：邦顕後室霊寿院（由）没 
嘉永5年（1852） 60 ・5月：六十賀を催す 
嘉永6年(1853） 61 ・9月：上屋敷奥殿等悉皆落成 
安政2年(1855） 63 ・4月20日：没 東禅寺埋葬 



















   一関博物館編集・発行『お姫様のお国入り―イギリスに渡った一関藩の風景画』（平成25年）より                                      






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4月 18日 真明院 : 肴 1籠
栄心院 : 八ツ橋織 2反と肴 1籠
4月 19日 綱姫 : 美しい文庫と帷子地
慶邦 : 反物と重の内
4月 20日 真明院へ : 干菓子 1折
綱姫へ : 肴 1折と錦絵 100枚 1箱
4月 28日 真明院 : 数寄縮 1反
綱姫 : 染絽 1反





5月 22日 栄心院 : 肴 1折と白さらし 1疋
　同使者 : 肴 1折
5月 28日 真明院と姫君（栄心院妹保子）: 粕漬鮑 1桶
8月 27日 栄心院 : 干菓子 1箱
8月 28日 栄心院 : 生鯛 1折、紋羽二重、埋木文具 1箱
奥方 : 文庫と道中用菓子箪笥、手作りの細工




9月 20日 慶邦へ : 鮭 1尺と舞茸 1箱
　　　＊ 「表向上物」　は滝奉書 1箱 50枚入・
生肴 1折




＊出典 : 弘化 4年「御本家様御老女衆江御文通下書覚帳」（一関市博物館「田村家文書」）
　なお日付は記載された書状の日付である。
＊綱姫＝仙台藩主伊達慶邦正室（藩邸上屋敷）　真明院＝仙台藩 11代藩主伊達斉義正室（江戸藩邸中屋敷）
栄心院＝仙台藩 12代藩主伊達斉邦正室（仙台・亀岡御殿）　延寿院＝仙台藩 11代藩主伊達斉義側室（仙台・
仙台城中奥）
大名正室の領国下向と奥向
42（　 ）
て
い
な
い
こ
と
が
発
覚
し
、
孫
嫁
側
の
こ
の
失
態
を
宣
寿
院
が
老
女
を
介
し
て
詫
び
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
無
事
に
と
は
い
か
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
程
度
の
こ
と
は
想
定
さ
れ
た
失
敗
の
う
ち
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
弘
化
四
年
四
月
一
日
以
降
、
邦
行
正
室
睦
は
、
伊
達
慶
邦
正
室
綱
姫
に
対
し
て
挨
拶
を
行
う
立
場
と
な
っ
た
。
婚
儀
か
ら
五
年
目
に
し
て
田
村
家
奥
向
の
女
主
人
と
し
て
の
地
位
を
名
実
と
も
に
宣
寿
院
か
ら
移
譲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
宣
寿
院
も
ま
た
、
こ
れ
で
名
実
と
も
に
隠
居
の
身
と
な
り
、
心
お
き
な
く
一
関
へ
の
墓
参
に
旅
立
つ
用
意
を
と
と
の
え
た
。
四
月
一
四
日
に
一
関
へ
の
出
立
が
来
月
一
二
日
で
あ
る
こ
と
を
伊
達
家
奥
向
に
伝
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
御
文
初
」
は
下
向
を
控
え
て
計
画
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
お
、
宣
寿
院
は
こ
れ
を
機
に
伊
達
家
と
の
交
際
か
ら
下
り
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
宣
寿
院
と
老
女
に
よ
る
伊
達
家
奥
向
と
の
文
通
・
贈
答
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。
磯
部
孝
明
氏
が
明
ら
か
し
て
い
る
よ
う
に）23
（
、
一
関
へ
の
下
向
に
際
し
て
は
、
伊
達
家
の
上
屋
敷
・
中
屋
敷
の
奥
向
だ
け
で
な
く
、
仙
台
城
の
中
奥
や
栄
心
院
の
居
所
で
あ
る
亀
岡
御
殿
も
含
め
て
、
老
女
を
介
し
た
頻
繁
な
挨
拶
・
連
絡
・
贈
答
の
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
お
り
、
旅
の
途
中
も
江
戸
帰
着
後
も
、
見
舞
い
や
土
産
の
応
酬
が
続
い
て
い
る
。〈
表
3
〉
は
こ
の
間
の
贈
答
の
様
子
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
伊
達
家
の
女
性
た
ち
か
ら
宣
寿
院
に
、
出
立
前
は
着
物
の
新
調
を
見
越
し
て
多
く
の
織
物
が
贈
ら
れ
て
お
り
、
旅
行
中
は
仙
台
に
い
る
姪
の
栄
心
院
か
ら
、
菓
子
や
肴
が
届
け
ら
れ
、
対
面
し
た
他
の
女
性
た
ち
も
同
様
の
気
配
り
を
示
し
、
土
地
の
名
産
を
用
意
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
宣
寿
院
の
一
関
下
向
は
藩
財
政
の
好
転
事
情
が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
一
関
藩
は
小
藩
ゆ
え
に
長
く
厳
し
い
財
政
状
況
を
抱
え
、一
九
世
紀
初
頭
に
は
参
勤
交
代
の
旅
費
に
も
事
欠
く
よ
う
に
な
り
、
家
中
も
領
民
も
慢
性
的
な
重
い
加
役
に
耐
え
る
年
月
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
う
え
天
保
飢
饉
に
よ
る
打
撃
は
大
き
く
、
年
貢
の
減
収
が
長
く
続
い
た
が）24
（
、
「
御
家
御
年
代
記
」
弘
化
三
年
条
に
よ
れ
ば
、「
当
年
塾
作
、
近
年
に
無
之
御
収
納
に
付
、
惣
御
家
中
へ
被
下
金
在
之
」
と
あ
り）25
（
、
こ
の
年
は
豊
作
で
近
年
に
な
い
収
納
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
宣
寿
院
が
念
願
し
た
墓
参
は
ま
さ
し
く
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
計
画
に
上
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
一
九
世
紀
に
入
り
大
名
夫
人
の
領
国
下
向
が
出
現
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
宣
寿
院
の
事
例
か
ら
見
通
せ
る
こ
と
は
、
奥
向
に
名
実
と
も
に
奥
向
任
務
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
正
室
が
複
数
存
在
し
、
奥
向
任
務
の
権
限
移
譲
が
な
さ
れ
、
世
代
交
代
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
冒
頭
に
掲
げ
た
よ
う
に
下
向
の
事
実
が
判
明
し
て
い
る
例
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
こ
の
状
況
に
該
当
す
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
事
例
の
出
現
が
一
九
世
紀
を
遡
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
一
九
世
紀
前
半
の
藩
政
と
奥
向
と
の
関
係
を
あ
ら
た
め
て
問
う
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
の
大
名
家
で
女
性
の
寿
命
の
延
長
を
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
併
せ
て
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
注（
1
） 
「
宣
寿
院
様
在
所
御
下
之
節
御
遊
覧
毎
所
真
写
」
の
所
在
確
認
に
始
ま
り
テ
ー
マ
展
開
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催
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
一
関
市
博
物
館
テ
ー
マ
展
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
お
姫
様
の
お
国
入
り 
│ 
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
一
関
藩
の
風
景
画 
│
』
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。
（
2
） 
柴
桂
子
『
近
世
お
ん
な
旅
日
記
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）、
同
『
近
世
の
女
旅
日
記
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
○
○
五
年
）。
（
3
） 
福
田
千
鶴「
参
勤
交
代
に
お
け
る
女
性
の
旅
」（『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
五
十
三
号
、
二
○
一
二
年
）。
（
4
） 
法
鏡
院
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
山
口
湯
田
に
下
向
し
、
新
御
殿
を
構
え
て
四
年
に
及
ぶ
療
養
の
日
々
を
過
ご
し
た
（
来
見
田
博
基
「
法
鏡
院
『
帰
府
の
記
』
史
料
解
題
、
鳥
取
県
立
博
物
館
編
『
特
別
展　
女
な
ら
で
は
世
は
明
け
ぬ 
│ 
江
戸
・
鳥
取
の
女
性
た
ち 
│
』
鳥
取
県
立
博
物
館
資
料
刊
行
会
、
二
○
○
六
年
）。
（
5
） 
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
「
楽
山
公
治
家
記
録
巻
之
七
」
弘
化
三
年
五
月
二
七
日
条
。
栄
心
院
は
九
月
一
日
江
戸
を
出
立
し
、
九
月
一
四
日
仙
台
に
到
着
、
仙
台
城
の
奥
向
で
あ
る
中
奥
に
入
っ
た
が
、
翌
弘
化
四
年
二
月
二
○
日
に
新
居
と
し
て
亀
岡
御
殿
の
改
修
が
完
了
し
、
こ
こ
に
移
り
住
ん
で
い
た
。
（
6
） 
「
御
家
御
年
代
記
別
録
」
下
（『
一
関
市
史
』
第
六
巻
資
料
編
I
、
一
関
市
、
一
九
七
六
年
）
四
七
二
〜
四
七
三
頁
。
（
7
） 
一
関
市
博
物
館
所
蔵
「
田
村
家
文
書
」
三
三
二
。
（
8
） 
磯
部
孝
明
「
宣
寿
院
の
一
関
下
向
に
み
る
奥
女
中
の
役
割
」（『
一
関
市
博
物
館
報
告
』
第
一
六
号
、
二
○
一
三
年
）。
（
9
） 
弘
化
四
年
当
時
、
目
付
で
あ
っ
た
境
澤
盛
業
は
、
そ
の
後
御
用
人
を
経
て
、
安
政
五
年
家
老
職
に
就
任
し
た
。
（
10
） 
一
関
市
博
物
館
所
蔵
「
宣
寿
院
様
御
着
輿
御
次
第
」（「
田
村
家
文
書
」
二
五
二
）
（
11
） 
境
澤
盛
業
「
常
次
記
録
」
弘
化
四
年
六
月
一
日
条
（
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
管
理
委
託
「
境
澤
文
書
」
る
一
│
一
）。
（
12
） 
一
関
市
博
物
館
、
沼
田
家
寄
託
。
（
13
） 
境
澤
盛
業
「
公
私
覚
留
」
弘
化
四
年
六
月
七
日
条
（
前
掲
「
境
澤
文
書
」
た
８
）。
（
14
） 
前
掲
「
公
私
覚
留
」
弘
化
四
年
六
月
二
○
日
条
。
（
15
） 
前
掲
「
公
私
覚
留
」
弘
化
四
年
七
月
一
○
日
条
。
（
16
） 
前
掲
、
一
関
市
博
物
館
『
お
姫
様
の
お
国
入
り 
│ 
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
一
関
藩
の
風
景
画 
│
』。「
田
村
家
文
書
」
文
芸
一
八
五
（
17
） 
江
戸
時
代
は
土
葬
が
主
流
で
あ
り
、
遺
体
の
保
存
技
術
や
移
送
の
事
情
か
ら
死
去
し
た
地
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
仙
台
藩
伊
達
家
・
萩
藩
毛
利
家
・
鹿
児
島
藩
島
津
家
な
ど
、
外
様
大
藩
で
は
、
藩
主
は
国
元
・
江
戸
い
ず
れ
で
死
去
し
て
も
国
元
の
菩
提
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
例
が
多
い
。
（
18
） 
一
関
市
立
博
物
館
所
蔵
（
19
） 
「
田
村
家
文
書
」
五
六
七
。
（
20
） 
「
田
村
家
文
書
」
五
六
。
（
21
） 
「
田
村
家
文
書
」
一
六
一
。
（
22
） 
女
使
の
成
立
と
役
割
に
つ
い
て
は
、
松
崎
瑠
美
「
天
下
統
一
・
幕
藩
制
確
立
期
に
お
け
る
武
家
女
性
の
役
割 
│ 
仙
台
藩
伊
達
家
を
事
例
と
し
て 
│
」（『
国
史
談
話
会
雑
誌
』
四
五
、二
○
○
四
年
）、
同
「
近
世
武
家
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
と
女
性
の
役
割 
│ 
近
世
中
期
の
仙
台
藩
伊
達
家
を
事
例
と
し
て 
│
」（『
歴
史
』
一
○
三
輯
、 
二
○
○
四
年
）、
同
「
近
世
前
期
か
ら
中
期
に
お
け
る
薩
摩
藩
島
津
家
の
女
性
と
奥
向
」
（『
歴
史
』
第
一
一
○
輯
、二
○
○
八
年
）、同
「
大
名
家
の
正
室
の
役
割
と
奥
向
の
儀
礼
」
（『
歴
史
評
論
』
七
四
七
号
、
二
○
一
二
年
）、
畑
尚
子
『
徳
川
政
権
下
の
奥
と
奥
女
中
』
岩
波
書
店
、
二
○
○
九
年
、
拙
稿
「
大
名
家
『
女
使
』
の
任
務 
│ 
仙
台
藩
伊
達
家
を
中
心
に 
│
」（
総
合
女
性
史
研
究
会
編
『
女
性
官
僚
の
歴
史
』
吉
川
弘
文
館
、 
二
○
一
三
年
）
な
ど
。
（
23
） 
前
掲
、
注
（
8
）
磯
部
論
文
。
（
24
） 
前
掲
、『
一
関
市
史
』
（
25
） 
前
掲
、
注
6
に
同
じ
。
〈
謝
辞
〉
本
稿
は
、
二
○
一
三
年
度
に
岩
手
県
一
関
市
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
展
示
企
画
「
お
姫
様
の
お
国
入
り 
│ 
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
一
関
藩
の
風
景
画 
│
」
に
伴
い
、
同
大名正室の領国下向と奥向
44（　 ）
年
六
月
八
日
に
お
こ
な
っ
た
講
演
「
武
家
女
性
の
旅
と
そ
の
記
録 
│ 
一
関
藩
田
村
家
宣
寿
院
の
お
国
入
り 
│
」
を
も
と
に
執
筆
し
た
。
関
係
資
料
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
い
た
学
芸
員
の
磯
部
孝
明
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
